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情
報
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

助
役
の
白
石
政
人
氏
の
辞
任
、
収
入
役
の
開
作
悟
氏
の
任
期
満

了
に
伴
う
後
任
に
、
助
役
は
山
本
芳
正
氏
、
収
入
役
は
山
下
和

平
氏
、
教
育
委
員
は
岡
﨑
隆
氏
が
決
ま
り
ま
し
た
。
山
本
助
役

の
就
任
は
8
月
1
日
付
で
す
が
、
山
下
収
入
役
は
9
月
1
日
付
、

岡
﨑
教
育
委
員
は
8
月
2
2
日
付
で
教
育
長
に
就
任
の
予
定
で
す
。

山
本
助
役
の
略
歴

生
年
月
日
　
昭
和
7
年
8
月
3
1日
生

現
住
所
　
板
持
3
区

略
歴
　
昭
和
3
0年
豊
田
前
小
学
校
を

振
り
出
し
に
、
明
倫
・
仙
崎
小
学
校

等
に
赴
任
、
昭
和
6
1年
通
小
学
校
長
、

そ
の
後
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長

を
経
て
平
成
4
年
3
月
深
川
小
学
校

長
を
最
後
に
退
職
。
同
年
4
月
か
ら

8
年
7
月
ま
で
教
育
長
。

ご
存
知
で
す
か

児
童
扶
養
手
当
制
度
等

福祉
事務所

児
童
扶
養
手
当
制
度

対
象
者
　
離
婚
等
に
よ
り
父
と
別

生
計
の
児
童
（
1
8歳
に
達
す
る
日

後
の
最
初
の
3
月
3
1日
ま
で
の
間

に
あ
る
者
）
を
養
育
し
て
い
る
母
、

ま
た
は
養
育
者
等
。
父
が
障
害
者

の
場
合
に
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

手
当
の
認
定
請
求
期
間

離
婚
等
支
給
要
件
該
当
日
か
ら
5

年
間
。
手
続
も
れ
の
場
合
に
は
正

当
な
理
由
を
除
き
、
請
求
権
が
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。（
昭
和
6
0年
7
月
3
1日
ま
で
の

該
当
者
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

対
象
者
　
2
0歳
未
満
の
障
害
児
を

養
育
し
て
い
る
父
母
、
ま
た
は
養

育
者
。

平
成
8
年
7
月
3
1日
現
在
の
受
給

者
（
支
給
停
止
も
含
む
）
は
、
9

月
1
0日
ま
で
に
現
況
届
を
お
忘
れ

な
く
。

問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
係
　
　
⑩
1
1
5
7

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

特
別
弔
慰
金
請
求
手
続
は
お
済
み
で
す
か
福祉
事務所

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、
戦
没

者
の
遺
族
の
う
ち
、
平
成
7
年
4
月

1
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
、
遺
族

年
金
等
の
受
給
権
を
有
す
る
遺
族
が

い
な
い
方
に
、
特
別
弔
慰
金
と
し
て

額
面
4
0万
円
、
1
0年
償
還
の
国
債
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
次
の
方
な
ど
が
支
給
対

象
と
な
り
ま
す
。

①
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

②
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

が
平
成
7
年
4
月
1
日
に
い
な
い

時
は
、
そ
の
他
の
先
順
位
の
遺
族

・
問
い
合
わ
せ

庶
務
係
　

⑩
1
1
5
5

山口県知事選挙
長 門 市 の 結 果

8 月4 日に行われた山口県知事選挙の結果、本
市の投票率は67. 69%で、県内市部では美祢市・柳
井市についで3 番目の投票率でした。

● 山口 県 知事 選 挙 候補 者 別得 票

二井　 関成　 無新　8 、851 票
吹田　愰　無新　3、143票
小沢　 克介　 無新　　　665 票
磯野　 有秀　 無新　　　376 票

玉木　 襄　 無新　　　147 票

当 日 有 権 者 数 投 票 者 数 投　 票　 率

男 8 、838 人 5、696 人 6 4. 4 5%
女 10 、869 人 7、643 人 7 0. 3 2%

計 19 、707 人 13 、339 人 6 7. 69%

有効投票数　13、182票
無効投 票数　　1  5 7票

会
社
も
、
お
店
も
、
学
校
も
、
病
院
も

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

福
祉
医
療
(
福
)
の
申
請

手
続
は
お
済
み
で
す
か
福祉

事務所

・
福
祉
医
療
費
助
成
制
度

①
「
重
度
心
身
障
害
者
」
医
療
費

助
成
制
度

・
身
体
障
害
者
手
帳
3
級
所
持
者

・
障
害
基
礎
年
金
1
級
受
給
者

・
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者

・
精
神
障
害
者
手
帳
1
級
所
持
者

※
本
人
の
所
得
制
限
有
り

②
「
乳
幼
児
」
医
療
費
助
成
制
度

・
3
歳
未
満
児
、
歯
科
に
つ
い
て
は

義
務
教
育
就
学
前
児

※
対
象
児
童
の
父
母
の
市
町
村
民

税
所
得
割
額
が
7
万
円
以
下
の

世
帯

③
「
母
子
家
庭
」
医
療
費
助
成
制

度
・
母
子
家
庭
の
母
及
び
児
童

・
父
母
の
い
な
い
児
童

※
市
町
村
民
税
所
得
割
額
が
非
課

税
の
世
帯

・
手
続
・
問
い
合
わ
せ

庶
務
係
　

⑩
1
1
5
5

平
成
8
年
1
0
月
1
日
火

9
月
下
旬
に
調
査
員
が
お
伺
い
し

ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



くらし
の情報

お
知
ら
せ

山
口
県
内
科
医
会
学
会

公
　
開
　
講
　
演

と
き
　
8
月
2
5
日
日

午
後
2
時
3
0分
～
3
時
3
0分

と
こ
ろ

厚
生
連
長
門
総
合
病
院
大
会
議
室

演
題
・
講
師

「
師

香
月
泰
男
画
伯
を
語
る
」

香
月
美
術
館
館
長

坂
　
倉
　
秀
　
典
　
氏

受
講
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ

長
門
市
医
師
会
事
務
局

⑩
4
0
1
7

土
砂
災
害
防
止

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

規
定

サ
イ
ズ
　
4
つ
切
り
の
単
写
真

応
募
点
数
　
1
人
3
点
以
内

作
品
の
帰
属
　
版
権
は
主
催
者
に

属
し
、
作
品
は
返
却
し
な
い

期
限
　
平
成
9
年
3
月
3
1日

応
募
・
問
い
合
わ
せ

(
社
)
全
国
治
水
砂
防
協
会

0
3
－
3
2
6
1
1
8
3
8
6

夏
だ
！
ワ
ク
ワ
ク

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
科
学
館

と
こ
ろ

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ザ
山
口

内
容

8
月
2
0
日
火
～
2
5
日
日
　
チ
ャ
レ

ン
ジ
　
ザ
　
ス
ロ
ッ
ト

8
月
2
7
日
火
～
3
1
日
土
　
パ
ソ
コ

ン
作
成
「
君
の
夏
」

入
場
　
無
料

問
い
合
わ
せ

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ザ
山
口

0
8
3
9
⑤
1
1
2
5

未
就
業
看
護
職
講
習
会

①
訪
問
看
護
婦
養
成
講
習
会

・
対
象
　
実
務
経
験
3
年
以
上
の
保

健
婦
（
士
）
看
護
婦
（
士
）
の
未

就
業
者
な
ど
で
、
訪
問
看
護
に
従

事
で
き
る
人

・
期
間
　
1
0
月
3
日
～
1
1
月
2
9
日
の

間
の
2
5日
間
を
予
定

②
在
宅
保
健
技
術
者
研
修
会

・
対
象
　
実
務
経
験
の
あ
る
保
健
婦

（
士
）
　・
看
護
婦
（
士
）
の
未
就
業

者
で
、
市
町
村
が
実
施
す
る
老
人

保
健
事
業
等
に
従
事
で
き
る
人

・
期
間
　
1
0
月
3
日
～
1
1
月
2
9
日
の

間
の
5
日
間
を
予
定

（
共
通
）

と
こ
ろ
　
山
口
県
看
護
研
修
会
館

受
講
料
　
無
料

申
込
期
限
　
9
月
2
4
日
火

問
い
合
わ
せ

山
口
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

0
8
3
5
⑩
5
7
9
1

募
集

リ
フ
ォ
ー
ム
作
品
等

資
格
　
県
内
在
住
者

作
品
　
家
庭
で
の
不
用
品
（
吉
着

や
ト
レ
ー
等
）
再
利
用
の
作
品
で
、

日
常
生
活
に
活
用
で
き
る
も
の

期
限
　
9
月
2
0
日
金

問
い
合
わ
せ

山
口
県
県
民
生
活
課

0
8
3
9
⑩
2
6
0
8

ゆ
と
り
創
造
（
時
短
）

標
　
語
・
絵
　
画

標
　
語

応
募
方
法

自
作
で
未
発
表
の
作
品
（
応
募
点

数
は
1
人
何
点
で
も
可
）

は
が
き
（
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
勤
務
先
ま
た
は
学

校
名
・
電
話
番
号
を
記
入
）
で
応

募
す
る

絵
　
画

内
容
　
労
働
時
間
の
短
縮
に
よ
る

「
家
族
の
団
ら
ん
」
「
休
日
の
レ
ジ

ャ
ー
」
等
、
ゆ
と
り
あ
る
過
ご
し

方
を
さ
わ
や
か
に
表
現
し
た
も
の

応
募
方
法

自
作
で
未
発
表
の
作
品
（
応
募
点

数
は
1
人
1
点
）

4
つ
切
り
サ
イ
ズ
の
画
用
紙
（
裏

面
に
題
名
・
住
所
・
．氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
勤
務
先
ま
た
は
学
校

名
・
電
話
番
号
を
記
入
）
で
応
募

す
る

（
共
通
）

資
格
　
県
内
在
住
者

応
募
期
限
　
9
月
1
0
日
火

応
募
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
労
政
課

0
8
3
9
⑩
3
2
2
0

交
通
事
故
多
発
期
で
す

過
労
か
ら
来
る
油
断
が
交

通
事
故
を
招
き
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
ひ
と
休
み
」

あ
な
た
の
心
の
余
裕
が
、

事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
す
。

安
全
運
転
で
快
適
ド
ラ
イ
ブ

を
！

ね
ん
ね
の
汽
車

ね
ん
ね
ん
寝
る
子
は
汽
車
に
乗
る
、

ね
ん
ね
の
駅
を
汽
車
は
出
る
。

汽
車
の
通
る
は
夢
の
く
に
、

な
ん
き
ん
玉
の
地
の
上
の
、

赤
い
線
路
を
ひ
た
走
り
。

月
は
明
る
し
、
雲
は
紅
、

硝
子
の
塔
の
て
っ
ぺ
ん
に
、

ち
ら
り
と
白
い
星
も
出
る
。

み
ん
な
お
窓
に
見
て
過
ぎ
て
、

お
め
ざ
の
駅
へ
汽
車
は
着
く
。

お
夢
の
く
に
の
お
土
産
は
、

誰
も
持
っ
て
は
帰
れ
な
い
。

お
夢
の
く
に
へ
ゆ
く
み
ち
は
、

ね
ん
ね
の
汽
車
が
知
る
ば
か
り
。

「
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局

み
す
ゞ
全
集
か
ら
」



保
健
婦
メ
モ

熱
射
病
・
日
射
病
に
ご
注
意

暑
い
夏
、
海
や
山
に
涼
を
求
め
て

出
か
け
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
時
期
、
気
を
つ
け
る
こ
と
に
、

熱
射
病
と
日
射
病
が
あ
り
ま
す
。

熱
射
病
は
、
高
温
で
し
か
も
、
風

通
し
の
悪
い
場
所
で
、
作
業
を
し
た

り
運
動
を
続
け
る
と
お
こ
り
ま
す
。

ま
た
日
射
病
は
、
強
い
日
差
し
に

長
い
時
間
あ
た
る
と
お
こ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
体
温
調
節
機
能
が
お
か
さ

れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
原
因
の
ひ
と

つ
は
、
か
ら
だ
の
熱
の
発
散
が
妨
げ

ら
れ
、
熱
が
た
ま
る
こ
と
（
う
つ
熱
）、

も
う
ひ
と
つ
は
、
か
ら
だ
の
水
分
が

少
な
く
な
る
こ
と
（
脱
水
）
で
す
。

こ
の
た
め
に
体
温
が
高
く
な
り
、

倦
怠
感
、
脱
力
感
に
は
じ
ま
り
、
意

識
が
な
く
な
っ
た
り
、
け
い
れ
ん
を

お
こ
し
、
放
っ
て
お
く
と
死
亡
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
こ
ん
な
こ
と
に
注
意
！

①
炎
天
下
の
作
業
や
運
動
を
す
る
場

合
、
汗
を
か
い
た
ら
、
こ
ま
め
に

お
茶
な
ど
水
分
を
し
っ
か
り
と
る
。

②
外
出
の
時
は
、
帽
子
を
か
ぶ
っ
た

り
日
傘
を
さ
す
。

③
体
温
が
上
が
り
や
す
い
乳
幼
児
は
、

外
出
時
、
必
ず
麦
茶
を
用
意
し
水

分
を
補
う
。
ま
た
わ
ず
か
な
時
間

で
も
、
車
の
中
に
は
、
子
ど
も
だ

け
に
し
な
い
。

※
応
急
手
当
！

熱
を
放
散
さ
せ
る
こ
と
と
、
水
分

を
与
え
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

①
風
通
し
の
よ
い
涼
し
い
所
へ
ね
か

せ
る
。

②
頭
を
高
く
し
、
衣
類
を
ゆ
る
め
る

か
、
脱
が
せ
る
。

③
冷
や
す
。

ぬ
れ
た
冷
た
い
タ
オ
ル
で
体
を
拭

く
。
水
を
か
け
る
。
ぬ
ら
し
た
シ

ー
ツ
な
ど
で
体
を
包
む
。
扇
風
機

で
風
を
あ
て
る
。

④
水
を
の
ま
せ
る
。

※
こ
ん
な
と
き
は
救
急
車
！

①
意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い
時

②
体
温
が
高
く
、
冷
や
し
て
も
下
が

ら
な
い
時

③
水
分
を
う
け
つ
け
な
い
時

ながと文化財めぐり

6吉川氏の踊がルーツ

湯 本 南 条 踊
無
形
民
俗
文
化
財

昭
和
4
3・
4
・
5
（
県
指
定
）

毎
年
九
月
十
日
、
赤
崎
神
社
の
秋
祭
に
、

楽
踊
と
と
も
に
こ
の
踊
が
奉
納
さ
れ
る
。

湯
本
南
条
踊
の
由
来
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
伝
え
が
あ
る
。

戦
国
時
代
の
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）、

吉
川
元
春
が
南
条
元
続
の
羽
衣
石
城
（
鳥

取
県
）
を
攻
め
た
。
吉
川
軍
は
踊
り
子
に

変
装
し
て
城
に
侵
入
、
す
き
を
つ
い
て
南

条
軍
を
敗
っ
た
と
い
う
。

こ
の
故
事
に
ち
な
ん
で
、
南
条
踊
は
吉

川
氏
の
吉
例
踊
と
し
て
岩
国
に
伝
え
ら
れ

た
。
の
ち
、
来
島
隆
政
が
こ
の
踊
を
俵
山

村
に
伝
え
た
。

延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
、
湯
本
村
に

引
き
継
が
れ
、
湯
本
南
条
踊
と
し
て
赤
崎

神
社
へ
の
奉
納
が
は
じ
ま
っ
た
。

南
条
踊
は
、
風
流
系
の
民
俗
芸
能
と
し

て
、
当
時
の
姿
を
伝
え
て
い
る
。

表
紙
の
説
明

8
月
3
日
、
上
川
西
2
区
子
ど
も

会
は
藍
染
め
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

5
月
に
同
地
区
内
の
菖
蒲
園
に
移

植
し
た
藍
を
早
朝
5
時
か
ら
近
く
の

年
配
者
が
1
番
刈
り
、
ち
ぎ
っ
た
葉

を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
、
布
越
し
し
た

汁
に
持
ち
寄
っ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
く
つ

下
な
ど
を
次
々
と
染
め
て
い
き
ま
す
。

コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
に
染
め
上
が
っ

た
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
が
、
夏
の
陽
射
し

を
浴
び
て
一
層
鮮
や
か
な
色
合
い
を

み
せ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
と
保
護

者
と
地
域
の
人
が
一
緒
に
な
っ
て
の

貴
重
な
夏
休
み
の
体
験
で
す
。

今
　
月
　
の
　
納
　
税

市
県
民
税
第
2

期

納
付
期
限
　
9
月
2
日

市
政
の
情
報
は
、
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
「
市
政
だ
よ
り
」

で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

2
2
-
6
0
3
0

市
の
人
口
（
8
月
1
日
現
在
）

面
　
積
　
1
5
2
・
3
8
k
m
2

人
　
口
2
5
、
3
0
9
人
（
　
　
2
7
）

男
　
1
1
、
7
5
1
人
(
　
　
1
5
）

女
　
1
3

、
5
5
8

人
（
　
　
1
2
）

世
帯
数
　
8
、
8
5
8

世
帯
（
　
　
2
6）

（
　
　
）
内
は
前
月
比
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